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九州地方整備局道路事業の進め方
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○十分な精度で
計測が可能

○金銭表現が可能

走行時間短縮

走行経費減少

交通事故減少

３項目について便益を算出

費用便益分析にあたり原則として用いるべき費用及び便益の項目、それぞれの推計手法や標準的
な原単位を示しているが、それ以外の項目、手法や原単位を用いることも想定している

道路整備に伴う多岐多様に渡る効果が存在

・渋滞の緩和

・交通事故の減少

・走行快適性の向上

・沿道環境の改善

・災害時の代替路の確保

・交流機会の拡大

・新規立地に伴う生産増加

・雇用・所得の増大

道路整備
の効果

等

交通量の推計

九州地方整備局費用便益分析の基本的考え方

－２－

○投資効率性の評価

整備が行われた場合と行われない場合の「事業費＋維持管理費」の差

整備が行われた場合と行われない場合の「走行時間便益＋走行経費便益＋交通事故便益」の差
◇費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝



九州地方整備局費用便益分析（Ｂ／Ｃ）の流れ
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□全国交通量の推計
･全国ＯＤ表の作成

交通需要推計の流れ

□道路事業の評価

・B/Cなど個別事業評価の基礎データ

・高規格幹線道路の再点検

□有料道路の償還計画

・収入の基本となる利用交通量の推計

□環境アセスメント

・環境予測の基本となる計画交通量の推計

□道路計画におけるネットワーク・構造規格

の決定

・必要車線数、構造規格の決定根拠□路線別交通量の推計（各事業主体が実施）

・地域での詳細ＯＤ表の作成
・路線別交通量配分

人の移動 モノの移動

道路交通センサス
（ほぼ５年毎に実施）

（人口とGDPをベースに推計） （GDPをベースに推計）

乗用車の交通量 貨物車の交通量

交通需要推計の利用

九州地方整備局交通需要推計の流れ
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九州地方整備局過去の交通需要推計と実績
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九州地方整備局交通需要推計の流れ
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九州地方整備局便益・費用の計算方法の見直し
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○人や車両の時間価値原単位について算出方法を見直し
①人の時間価値（業務）の見直し
②人の時間価値（非業務）の見直し
③車両の機械費用の見直し

○算出の基となる賃金等のデータを最新値に更新

例）時間価値原単位の算出方法の見直し概要

時間価値原単位 時間価値原単位
（円/分・台） （円/分・台）

乗用車 62.86 乗用車 40.10
バス 519.74 バス 374.27
小型貨物車 56.81 小型貨物車 47.91
普通貨物車 87.44 普通貨物車 64.18

【従来（平成１５年価格）】 【改定（平成２０年価格）】

車種別時間価値原単位

※このほか「走行経費原単位」、「交通事故減少便益」の算出方法についても見直しを実施



○全ての道路事業について、「費用」と「効果」を踏まえ評価をすることが重要

○標準的な算定式によるＢ／Ｃの評価では、道路が発揮する効果全てを十分に

評価できない

道路事業の評価全体

標準的な算定式に
よる便益で評価

・防災対策
・維持・修繕に係る事業

など

個
別
状
況
を
踏
ま
え
た
評
価

（
標
準
的
な
算
定
式
の
拡
張
）

３つの便益
以外の金銭
価値化でき
る便益によ
る評価

九州地方整備局道路事業の費用便益分析 便益（Ｂ）の算定
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▲自動車専用道路(暫定２車)

(単位:m)

※（ ）内は、暫定２車線時の幅員

▲南九州西回り自動車道（芦北出水道路・出水阿久根道路）の事業概要図

▲南九州西回り自動車道の概要図

・南九州西回り自動車道の一部を形成
し、地域経済の活性化、物流の効率
化等の支援。

・国道３号の災害時における
・代替ルート。
※芦北出水道路・出水阿久根道路は、
当面暫定２車線として整備を行うもの
である。

◆事業の目的

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
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１
４
０
㎞

九
州
縦
貫
自
動
車
道

◆計画諸元

芦北出水道路 出水阿久根道路
計画延長 29.6km 14.9km
幅員 W=10.5m(暫定2車線) W=10.5m(暫定2車線)
計画交通量 17,200～21,700台/日 18,300～20,400台/日

九州地方整備局道路事業の費用便益分析（Ｂ／Ｃ）の事例

芦北出水道路、出水阿久根道路の事業再評価資料（Ｈ２２年度第３回事業評価監視員会）
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貨幣換算を試みた効果 〔残事業〕
事業の効果

芦北出水道路 出水阿久根道路

【４５５億円】
【１１２億円】
【 ７１億円】

-

物流効率化の支援(農業・漁業)
・地域産業の競争力強化、販売圏域の拡大

・「そらまめ」「実えんどう」などを共同集荷する場合の輸送時間の短縮
(南九州西回り自動車道が全線整備された場合：約60分)

・鮮度向上により市場価値の向上が見込まれる水産物(ブランド魚「
鰤王」)の輸送時間の短縮

(芦北出水道路区間：約30分、出水阿久根道路区間：約10分)

- -

※【 １０億円】

※【３．８億円】

-

標準的な算定式による３便益
・移動時間の短縮に伴う自由時間の増加
・移動距離の短縮などに伴う経費の減少
・道路機能の向上による交通事故の減少

・人、車両、貨物の移動における短縮時間
・総走行距離の短縮
・道路種別毎の利用交通量の変化

・走行時間短縮便益【１,１９７億円】
・走行経費減少便益【 ３０４億円】
・交通事故減少便益【 １６５億円】

救急医療活動の支援
・管外医療施設への救急搬送の支援

・救急医療活動のアクセス時間短縮とアクセスが向上する人口
(芦北出水道路区間：約8分，約17,400人)

(出水阿久根道路区間：約2分， 約6,000人)

・救急医療活動のアクセス向上便益
※【 ２２億円】

交通安全性の向上
・死傷事故率及び交通事故件数の減少

・死傷事故件数の低下
-

交通渋滞の緩和
・現道の交通混雑が緩和

・国道３号の渋滞損失時間の削減
(芦北出水道路区間：32.0万人時間/年⇒1.2万人時間/年)(H42推計値)

・所要時間の信頼性の向上による
便益 ※【 １２億円】

災害に強いネットワークの構築
・災害時の代替路線が確保

・国道３号の芦北町湯浦及び阿久根市で冠水した際の迂回による損
失時間 (芦北出水道路区間：約100分、出水阿久根道路区間：約13分)

-

定量化を試みた効果 〔残事業〕

（芦北出水道路区間：115件/年(H20)⇒41件/年）
（出水阿久根道路区間：63件/年(H20) ⇒30件/年）

(H42
推計値)

(東町漁協(長島町)のブリ６５０ｔ)

■コスト（現在価値化後） ：整備が行われた場合と行われない場合の「事業費＋維持管理費」の差
【残事業】 ：６０８億円 【全事業】 ：８５１億円
標準３便益 標準３便益
６０８億円 ８５１億円

【芦北出水道路】

■Ｂ／Ｃ【残事業】＝ ＝２．７ (＋α) 【全事業】＝ ＝２．０ (＋α)

■コスト（現在価値化後） ：整備が行われた場合と行われない場合の「事業費＋維持管理費」の差
【残事業】 ：２７２億円 【全事業】 ：４０６億円

標準３便益 標準３便益
２７２億円 ４０６億円

【出水阿久根道路】

■Ｂ／Ｃ【残事業】＝ ＝２．３ (＋α) 【全事業】＝ ＝１．６ (＋α)

（※）は供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）

※B／C算定上の仮定 ：平成３２年度 芦北出水道路、出水阿久根道路 暫定２車線供用

その他の便益に
よるＢ／Ｃ

＋ その他の便益に
よるＢ／Ｃ

＋

その他の便益に
よるＢ／Ｃ

＋ その他の便益に
よるＢ／Ｃ

＋

九州地方整備局道路事業の費用便益分析（Ｂ／Ｃ）の事例
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芦北出水道路、出水阿久根道路の事業再評価資料（Ｈ２２年度第３回事業評価監視員会）



九州地方整備局道路事業の費用便益分析（Ｂ／Ｃ）の事例

芦北出水道路、出水阿久根道路の事業再評価に伴う地方公共団体からの意見

熊本県からの回答（抜粋） 鹿児島県からの回答（抜粋）
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